
1 

第３回 北部地区学校再編検討委員会（議事録） 

 

日  時  令和６年６月 12 日(水)  14：30－16：30 

場  所  湖西市健康福祉センター 研修室 

参 加 者  29 名  

委員 11 名（学識経験者１名、保護者代表４名、地域代表３名、校長３名） 

事務局 5 名（教育長、教育次長、学校教育課長、学校教育課職員２名） 

傍聴者 13 名 

 

会議内容 

事務局より、第２回検討委員会までの確認と経過報告を行った。その後、子育て世代を対

象としたアンケートについての意見交換を行った。 

 

１ 「第２回検討委員会までの確認と経過報告」について 

  ＜現時点における教育委員会として考える再編案を説明＞ 

  ・再編方針のとおり、小学校は湖西中学校を候補地として統合するという考えである。

その理由としては、１つ目に、小学校段階では地域で育て、地域に学校を支えてもら

いたいということ。２つ目に、子どもの通学に係る負担、リスクの軽減ということを

重要視している。 

 ・知波田小学校では学校農園、ビオトープなど、東小学校ではカヤックの体験、農業体

験活動など、それぞれの学校で地域の方が学校に入っていただくことで子どもたち

はさまざまな体験活動をすることができている。このような事業は、統合後において

も可能な範囲で同様の事業を継続して実施していくことにより、地域住民とともに

学校を活性化させていくことができると考えている。 

・子どもの通学に係る負担、リスクの軽減という観点からスクールバスを出していくこ

とを検討しているが、現状、岡崎小学校や鷲津小学校に通う場合のほうが、より多く

の児童がバス通学となると考えている。バスに乗車している時間だけではなくて、バ

ス停までの通学やバスを待っている時間も考えると、湖西中学校を候補地として統

合するほうが通学にかかる子どもの負担やリスクは軽減されると思われる。 

 

＜質問①＞地域の方が今までやっていただいていた学校への支援をそのまま継続させなが

ら両校に持っていくということについては既に何か考えがあるか、実際に地域

の方たちにもお願いをしているということはあるのか。 

＜回答①＞現時点ではまだどの再編案になるかということが確定していないので、現状で

は地域の方々、学校にもお願いをしている状況ではない。交流事業についても検

討委員会の中で今後考えていかなければいけない事項となるが、その中の１つ
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として、現状行われている特色ある学校事業が有効に活用できるのではないか

と考えている。 

【委員より】 

自然な形でほかの地区の子どもたちが集まって仲良くなって、地域、地区が広が

っていく、郷土を大切にしようという気持ちが広がっていく、そんな活動が地区

の良さのように感じる。来週自然教室が開かれ、そのときに知波田小学校と東小

学校の５年生が一緒に活動をしていく。学習教材を共有するという意味では、身

近な東小学校と知波田小学校は隣なので行き来がしやすい。 

【委員長より】 

既に交流もしているところもあるということで、また、この案が進んでいった場

合にも対応を今後検討していくということだと思う。ただ、この案自体が決まっ

ているわけではないので、皆さまからいろいろご意見をいただいて、最終的には

計画を立てた上で、問題になることは解決策を考える流れになると思う。今現在、

２校区で交流をしているということはほかの地区にとってもいい教材・教訓を

示しているのではないかと思う。 

 

２ 「子育て世代を対象としたアンケート」について 

・未就学児から小学校６年生のお子様がいる子育て世代の方を対象としたもので、回答

は１世帯につき１回答とし、回答は WEB で行う。 

・「５ 通学方法」については、今回実施するアンケートの結果を受け、再編の方向性が

決まっていく中で、検討委員の皆様と考えていきたい。「６ アンケートの結果」につ

いては、アンケートの回収、集約が済み次第、ウェブサイト等で公開する予定である。

また、「今回のアンケート結果のみで再編基本計画を決定することはありません」と

記した。基本計画は学校施設の改修や整備、通学に関する条件などを総合的に判断し

て決定したいと考えている。 

  ・アンケート依頼文の「３ 再編案」について、A 案は、小学校は東小学校と知波田小

学校を現在の湖西中学校を候補地として統合、中学校は岡崎中学校に統合する。B 案

は、現在の湖西中学校を候補地として、小中一体型の学校とする、という A 案、B 案

の２案となっている。 

＜質問②＞校舎の改修費用はどれだけかかるのか。令和 10 年に再編という動きになってい

るが、先ほどの児童数推移をみても、再編後３～４年で知波田と東小校区を合わ

せるとしても１クラスになって、これから劇的に増えるということは少なく、逆

に減っていくほうが多いと思う。湖西中学校を改修して、その費用対効果がちゃ

んとあるのか疑問に思う。 

＜回答②＞実際には改修内容がまだ確定していない状況であるが、概算で億単位での改修

費用になってくる。 
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＜質問③＞WEBで回答となると、WEBで情報を常にチェックしている人はわかるが、市関

係の広報を見ていない方も結構いると思う。各家庭にどうやってこのアンケー

トを実施しているということを知らせるのか。 

＜回答③＞小学校に通われているお子さんについては学校を通して、確実に各家庭にお届

けいただくように考えている。未就学児については、郵送でお届けして、必ず対

象者の方にはお手元に届くように考えている。 

＜質問④＞代替案を選択される方の中には「統合は反対」という方もいると思うが、そのよ

うな回答も想定されているのか。また、横山地区では今でも朝は送迎バスがあり、

帰りはわずかな人数かつバラバラなので、それぞれでお迎えに行っていると思

う。バス以外の送迎ということを考えたときの、送迎スペースや、ルートについ

ても今後検討していくようになると思っている。 

＜回答④＞代替案については、ご指摘いただいたことも想定はしている。そういった部分も

含めてご意見を伺えればと考えている。バスについては、基本計画を決定した後、

お示しをしなければいけないので、今の段階ではそのご意見は承っておきたい。 

【委員より】 

賛成の方の意見、反対の方の意見をそれぞれ聞きながら、両方の立場を考えてい

かないといけないなと思っている。賛成の方には、このアンケートの取り方は大

変わかりやすく素晴らしいと思うが、反対の意見をほとんど吸い上げられない

と思うので、地域で反対しているような方の意見に少しでも耳を傾けながら説

得していく方向でということをお願いしたい。 

【委員より】 

Ａ案については、岡崎中学区と今の湖西中学区が統合する前の交流はやってい

かないといけないと思う。バス、自転車、徒歩の範囲というのは今後大きな課題

と思った。B 案のほうは、今後さらに生徒が減るともっと部活の数を減らさなけ

ればいけなくなり、選択の数が減っていくという課題もある。ただし、小中一体

型で９年間やっていくという効果はすごくあると思う。だから、それぞれの良い

所悪い所をどのようにこのアンケートで伝えられるかという部分が課題かと思

う。今回のアンケートは、直感とかではなくて、各案こういう課題があるのかと

示しながら回答してもらうというのもひとつの手かと思った。 

【委員より】 

アンケートを取るのに、お子様を含めた家族のお考えでというのもあるが、中学

生の息子に聞いてみると、想像がつかなくて、現状維持みたいな意見がある。中

学生でも想像がつかないので、子育て世代の親がどう捉えていきたいかという

部分を重視して見ていきたいと思う。 

【委員より】 

知波田地区の保護者は、幼稚園のころから、幼稚園はどうなるか、小学校がどう
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なるかという話があって、何回も話し合いにも出席してきた。以前、アンケート

をやっているにも関わらず、新聞で「３年後に再編になります」と掲載があった

ので、保護者の中では、３年後に一緒になるのだという噂が立った。だから、最

終のアンケートであるのであれば、それは明記したほうがいいと思った。 

【委員より】 

代替案で、「A・B 案以外の再編案をご記入ください」と書いてあるが、子育て世

代の人たちは子育てをしながら、仕事をしているため、四六時中学校の再編がど

うなるかということを考えている、という方は少ないと思う。そうなると、答え

は多分 A 案か B 案しかないと個人的に思う。何億も税金を使っても間違いなく

子どもの数が減るのに湖西中学校に新たに統合して小学校もしくは小中一貫校

を作るべきなのかという議論をしているのが非常に疑問である。せめてアンケ

ートに代替案として、岡崎小学校や鷲津小学校に行くという小学校から大規模

校のほうに編入できるという具体案を入れていただきたい。 

【委員より】 

私は令和元年生まれの子どもがいるが、学年が 10 人もおらず７人で、それは７

人でやるから楽しいこともあるのかなと思うが、そう思えるのも小学生までだ

なと。やはり中学からは大人数でいろいろな意見を言い合える環境をつくって

もらいたいという気持ちが最近強くなってきた。具体案を見ても、小中一貫であ

ったら部活の選択肢は少ないとはっきり書かれてしまっているので、少ないな

りの学校はお金がかかるかもしれないが、こういう考えがありますよという対

応策が欲しかった。 

【委員より】 

湖西中学校を、小中一貫校にするにせよ、岡崎中学校と一緒にするにせよ、湖西

中学校の生徒は半年間、仮設の校舎で過ごすことになる。仮設校舎が一体どんな

仮設校舎になるのか、夏の時期は避けてくれるのか、夏でも大丈夫なような校舎

にしてくれるのか、そこを大変心配している。なるべく子どもたちが気持ちよく

学習できる環境を提供していただきたいと思う。アンケートについて、保護者の

皆さまがいまだにいろいろ不安を抱えている内容があると思う。再編について、

今度のアンケートにも過去に出たご意見はつけてもらえるということだが、そ

れと重複してもいいので、まだなお心配なことがあればそれを汲み上げてもら

えるような設問を設けていただけたらありがたいと思う。 

【事務局より】 

委員からご提案いただいた代替案のところについては各委員のお考えを伺いた

いと思っている。事務局で判断というよりは、各委員の皆さまのお考えを承った

中で、事務局で検討して、再度アンケート案として各委員にお示しできればと思

っている。代替案のところを、具体的な案を提示した上でチェックを入れるよう
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なものにするのか、それとも今の事務局の案でいいのかというところについて

ご意見をいただきたい。 

【委員より】 

私は A 案、B 案だけでよろしいかと思っていたが、いろいろな皆さまのご意見

もあるので、配慮として代替案という項目をつけたのかという思いでいた。基本、

事務局案でよろしいかと思っている。くれぐれも現状維持というのはちょっと

残念だなと思うので、あえてご意見をさせていただいた。 

【委員より】 

代替案としては、小学校から知波田校区、東小校区は岡崎小学校に編入してもら

えば、岡崎中学校ができるまでの昔の湖西中学校のように、湖西中学校で新所と

岡崎と東が一緒になるのが一番スムーズかなと個人的に思うが、施設の問題が

あるので代替案として記載できるかはわからない。 

【委員より】 

正直、A 案、B 案でいいかなと思っていたが、少子化はずっと続いていくと思う

ので、市が動いて児童が増えるようにしてくれれば状況は変わるかもしれない

が、私の友達もみんな地元を出てこちらに帰ってくることはないとはっきり言

われてしまったので、A 案、B 案だけだと子どもは減っていくと思うと、それこ

そ小学校、中学校がなくなるのは寂しいが、子どもたちのためを思えば人数が多

いところに行くのも代替案としてありかなと思う。 

【委員より】 

このままでもいいと思ったが、話を聞いて、このままだと保護者世代は A 案、B

案、どちらかしか入れないと思う。再編案という案を書くというのはなかなかし

ないのかなと思うので、C 案などを入れたほうがいいと思った。 

【委員より】 

学校を改修するに当たって莫大な税金がかかるということで、知波田小学校、東

小学校のどちらかに寄るというのは考えられないか。知波田のほうに寄っても

いいし、バスが動くので、東小学校のほうに動いてもいいし、そういう意見も少

し東小学校で出たので、そういう意見も出せるような状態にしてほしいかなと

思う。代替案は今言ったような具体例を記載する、でもいいと思う。 

【委員より】 

今 C 案というものが出ている以上は入れておくほうがすっきりするのではない

かと思う。 

【委員より】 

このメンバーは保護者を代表して出てきているので、人によっては本当に貴重

な、地区を背負ってというふうに自分は考えている。そういう意見を大事にして

ほしいが、個人的には教育委員会の案に賛成である。 
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【委員より】 

判断がわからなくなるのは、学校環境として小学生にとってはというところと、

中学生の思春期の子たちの学びの場としてはというところを両方考えてという

ところだと思う。代替案のところに熱い思いがある人は、「莫大なお金を使って

わざわざ校舎を改修するのか」などの思いや理由を書いてくれると思う。だから、

事務局案でいいのではないかと個人的には思っている。 

【委員より】 

C 案として大規模校へ通学ということも入れてもいいのではないかということ

は思った。それから、第２回検討委員会のときに東小学校ができた当時、保護者

以外の年代は、統合することを知らなかった。そういった人たちの考えも本来は

聞くべきではなかったのかなということを思う。また、将来的にはまた単学級に

なるということで考えていくと、人口を増やす方策がないとじり貧になってい

って、10 年後、20 年後にはまたどこかと統合という形になる可能性が大いにあ

る。今回実施するこのアンケートについては今の２点を頭に入れて今後対応し

ていただきたいということで申し上げる。 

【委員より】 

教育委員会のほうから令和 10 年から始動ができるとお考えということで、これ

は多分１年でも早いほうがいいと思う。長い人生なのでその子たちが少人数の

ほうがよかったと言うかもしれないが、人数がもう少し多い学校のほうがいい

子ども時代を過ごせると考える。そのためには 10 億余計にかかっても別に問題

はないと思う。改修するとか、大規模校を作るためにどこかに寄せるとか、そう

いうのは当然出てもいい議論だと思うので、できれば今年度中にこの方針をま

とめるという目標で来られている。それが守れるような状況ならこのアンケー

トの選択肢を増やしてもいいと思うが、ここで増やして、いろいろな意見が出た

ために長引いてしまうようならやめたほうがいいと思っている。 

【委員長より】 

事務局のほうは、今一応一通り意見を伺ったが、参考にして、それで事務局から

の提案を皆さまにお示しするという形でよろしいか。 

【事務局より】 

今日提示したこの案でということではなく、各委員の方に伺ったご意見を基に、

事務局でもう一度検討させてもらってお示しをした上でアンケートをしたいと

思う。 

以上 


